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1.内部要素メニュー [Insert Element Menu]  

File Controller Simulate Print OptionEdit

Circuit #1
Start

[MaSRT]

Emerstop

Run

MaRST

Clk:0.1s

Clk:0.1s

Run

Run

Duration

Duration

FwdRev

FwdRev

Duration

Hello, welcome to the comment feature of 
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Select an element to be connected  
ラダープログラムの作成および編集は<Insert>キーを押してスク

リーン上にポップアップされる内部要素記号からアイテムを選

択します。1・2 はシリアル接続の NO／NC、3・4 はパラレル接

続の NO／NC、5・6 は複数のパラレル接続の NO／NC、7・8 は

コイル接続で、9・0 を選択すると次の特殊コイル接続ができます。 

2.特殊機能メニュー [Special Function Menu] 
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1: ---
2: Reset. Counter
3: ---

5: ---

7: Latching Relay
8: Clear Latching Relay
9: Interlock Begin
A: Interlock End
B: Differentiate Up
C: Differentiate Down
D: ---

4: ---

[RSctr]

[StepN]
[Latch]
[Clear]
[ILock]
[ILoff]
[ DIFU]
[ DIFD]

Select a Function

d
d

6: Set Sequencer1 to Step#N

E: ---
F: Seq#1=Inputs #4-3-2-1 [LDHex]

 
a. [RSctr]／リセットカウンター 

カウンターのレジスターの値を 0 リセットします。 
b. [StepN]／ステップ N 

カウンター#1 に設定したステップシーケンサ#1 の 0～31 の N
番目のステップ番号をセットします。 

c. [Latch] [Clear]／ラッチ・クリアー 
リレー・出力ビットをラッチ命令でラッチし、クリアー  命令

で解除します。 
d. [ILock] [ILoff]／インターロック基点・終点 

次の図のようにインターロック間（基点から終点まで）はパラ

レル出力したマスターコントロール回路と同様の制御ができ

ます。 
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e. [δDIFU]／立ち上りパルス 

リレー・出力ビットが OFF から ON になると、このコイルを  
ワンスキャンタイム ON します。 

f. [δDIFD]／立ち下がりパルス 
リレー・出力ビットが ON から OFF になると、このコイルを  
ワンスキャンタイム ON します。 

g. [LDHex] 
カウンター#1 を設定して入力の 1～4 を次の図のように接続す

るとサムホイールスイッチのバイナリーコード 0～16 の値を 
カウンタのレジスタに取込めます。 
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3.特殊機能メニュー [Special Bits Menu] 

start stop

R un

R un
( )RLY

( )
M axtim e
TIM

File      Edit                              Simulate      Print      OptionController Ins Element

[AVseq]

[ ]
S tep A uto S eq1

A V seq
R un M axT im e

1: Sequencer 1

3: ---
4: ---
5: ---
6: ---
7: ---
8: ---
9: ---
0: ---
A: 0.01s Clock Pulse
B: ---
C: ---
D: ---
E: 1.0s Clock Pulse
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a. [Sequencer1]／ステップシーケンサ#1 

E10H は Seq1:0 から Seq1:31 までの 32 ステップシーケンサを

カウンター#1 に設定して、Seq1:N のそれぞれ要素を回路に NO
／NC 接続できます。 

b. [0.01s Clock Pulse] [1.0s Clock Pulse]／クロックパルス 
10msec と 1sec の 2 種類のクロックパルスを NO／NC のラダ

ー回路に設定できます。 

4.リアルタイム シュミレーション 
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作成および編集したプログラムをすぐに TRiLOGI のシュミレー

ション機能でプログラムの確認ができます。シュミレーション画

面は 2 入力・1 タイマ・1 カウンター／シーケンサ・2 内部リレー・

1 出力の 7 カラムから構成され、各回路の I/O の動作状態によっ

て、右端のインジケータが赤色の“*”で ON・“-”で OFF を表

示します。任意に動作させたいラベルにハイライトバーを移動さ

せ<Inter>キーを押してトグル切替えすると、このラベルの要素を

動作／非動作状態にできます。 

5.オンラインモニターコントロール 
E10H と PC の RS-232C ポートに専用 OPTO232C コンバータケ

ーブルを接続して、ターゲット PLC の各 I/O、タイマ値、カウン

ター値をオンラインでモニターし、各 I/O を強制的に PC 上から

コントロールできます。 
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※ このカタログの記載事項および性能は性能改善のため予告なく変更する場合がありますのでご了承ください。 


